
俳句作りの手引 

１ 俳句とは 

（１）世界で最も短く、そして内容が深く豊かな詩 

（２）日本語が持つ美しいリズムを生かしてうたう詩 

（３）自然をうたい、自然とともに生きる人の心をうたう詩 

 

２ 俳句は長い伝統を持つ日本人の宝であり、現在日本中の大勢の人々や世界

の人々がそのすばらしさを知って作っています。 

 

３ 俳句の楽しさ、すばらしさ 

（１）美しい自然や季節に親しむ心 

（２）生まれ育った山・川・海、町やその歴史に親しむ 

（３）私たちの周りに生きている草花や木、虫・鳥・魚などを、新たな目や 

心でよく見ると、みんなせい一杯生きていることに気づく 

（４）その美しさを発見し、感動する心をうたう 

（５）楽しく遊びながら、生きた国語の勉強になる 

 

４ 俳句作りの基本 

（１）できるだけ五・七・五の十七音のリズムに乗せて表現する。 

（２）季語（季節を表す動植物・生活・自然などの言葉）を一つ入れて作る。 

（３）見たもの、感じたことなどをすなおな言葉で表現する 

 

５ 具体例 

昨年の第１４回櫓山荘子ども俳句大会での入賞作品を紹介します。 

・宅配便祖父母が育てた夏蜜柑 

・町中にジャガラひびく夏祭り 

・朝の庭あじさい写る水たまり 

・炎天下カキーンと響く打球かな 

・スライダー金魚になってすべったよ 

・天の川みんなをつなぐ夢の橋 

・五月雨や水面にうつる銀閣寺 

・紫陽花が道案内かウォークラリー 

・雨あがり空に現る虹の橋 

・赤とんぼ秋を運ぶゆうびんや 

以上の作品を見て、決して俳句は難しいものではないとおわかりいただ 

けることと思います。 



 

６ 俳句を作ることによって 

（１）自然やすべての生き物、家族や友達を大切にするやさしい心、豊かな

美しい心が育つ。 

（２）美しいものを求め、感動する心を養い、今までの人生と違った楽しさ、

大切さを見出すことができる。 

 

７ 最後に 

  修学旅行の思い出や夏休みに体験したことをぜひ俳句にしていただきたい

と思います。子ども俳句大会への応募をよろしくお願いいたします。 


